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研究者の知人を介して募集した、関東に住む、本調査開始時に第 1 子出産後 1 ヶ月から 2 ヶ月未満
であった母親 5 名。 
E使用尺度
調査協力者の子育てや子どもに対する基本的な態度、また、パーソナリティ特性の傾向を把握する
ため、育児期の親性尺度（大橋・浅野, 2010）、Locus of Control（LOC）尺度（鎌原・樋口・清水, 1982）、
新版 TEG II（東京大学医学部心療内科 TEG 研究会）の 3 つの質問紙を実施した。 
F調査手続き
子育てを経験することにより、母親の持つ“子どもをもつこと”などに関する意識や、物事の見方
に変化が生じるかを検討するため、育児期の親性尺度と LOC 尺度は 1・9 ヶ月時の 2 回実施した。一
方、約 9 ヶ月間の調査期間内では、エゴグラムで示されるパーソナリティ特性は大きく変化しないと
考え、新版 TEG II の実施は 3 ヶ月時の 1 回とした。 
 




質問紙調査の調査対象者と同じ母親 5 名。 
E調査手続き
子どもの成長に伴う母親の変化や適応のプロセスを検証するため、子どもが生後 1・3・6・9 ヶ月
時の計 4 回、約 9 ヶ月間にわたり縦断的な調査を実施した。1 回のインタビュー所要時間は 40 分か
ら 50 分程度であった。 
F質問項目
質問項目は、子育てや母子関係に関する複数の尺度（荒牧・無藤, 2008; 中谷・中谷, 2006; 大日向, 
1988; 佐藤ら, 1994; 田中, 1996）を参考に研究者が原案を作成し、予備調査や指導教授との検討を経




適した M-GTA を用いた（木下, 2007）。各月齢時における子育ての構造を明らかにした後、1 ヶ月時
から 9 ヶ月時までを一連のプロセスとして捉え分析を行った。 
 
表 1 インタビュー質問項目概要 
質問テーマ 質問項目概要 
妊娠中の様子 



















育児期の親性尺度と LOC 尺度の両尺度において、1・9 ヶ月時の得点間に有意差は見られなかった。
一方、新版 TEG II から得られた各調査協力者のエゴグラムのタイプには、ある程度の個人差が見ら









本調査協力者 5 名の属性について表 2 に示す。 
 
表 2 本調査協力者の属性 
 年齢 職業 育児休暇期間 同居家族 身近な育児協力者 
協力者 1 20 代 有 12 ヶ月 夫・子  
協力者 2 20 代 有 18 ヶ月 夫・子 実母 
協力者 3 30 代 有 18 ヶ月 夫・子 実父・実母・実弟 
協力者 4 20 代 有 12 ヶ月 夫・子  






った。なお、分析焦点者は“第 1 子出産から 1 年以内の母親”である。分析の結果、1 ヶ月時インタ
ビューから 26 の概念、3 ヶ月時インタビューから 31 の概念、6 ヶ月時インタビューから 30 の概念、
9 ヶ月時インタビューから 37 の概念を抽出した。そして、各月齢時において、共通点のある概念をグ
ルーピングしカテゴリー分けを行った。 
以下に、分析結果を文章化した“ストーリーライン”と、概念とカテゴリーの関係性を図に示した
“カテゴリーマップ”を月齢ごとに記載する。【 】はコアカテゴリー、  はカテゴリー、  はサ
ブカテゴリーを示す。また、カテゴリーマップでは、概念のタイプに応じて、○（異なる月齢間で共
通する概念）、［ ］（共通点を持つが月齢に応じて変化する概念）、#（各月齢に特徴的な概念）の 3 種
類のナンバリングを用いている。 
 











































































































































家族のサポート ⑪, ⑫ 
他者との関わりで 
生じるサポート ⑬, [6] 
公的なサポート ⑭ 
育てやすさに関する 









①, [2], #5 
見通しを 
持った対応 





























































































































































⑨, ⑩, ○ʹʹ, #1 
認知･対応の柔軟さ ⑤ǡ⑥ȗǡ⑱ 
意のままにならなさ 












































































































































































管理 ①ǡ͓  ʹ
見通しを 
持った対応 






















































しては、母親がそうした感覚を抱く場面が 6 ヶ月時に比べて増加していることが示された。 
 
















































































































































⑨, ⑩, ○ʹʹ 
柔軟な認知による受容 ⑤, ⑥ȗ 



































表 3 コアカテゴリー・カテゴリー・サブカテゴリー一覧表 
コアカテゴリー カテゴリー サブカテゴリー 1M 3M 6M 9M 
負担となり得る 
要因 
身体的負荷  ○    
とらわれ感・不自由さ  ○  ○ ○ 
意のままにならなさ  ○ ○ ○ ○ 
子どもの成育に伴う負担感   ○ ○ ○ 




子どもの状態の把握・管理 ○ ○ ○ ○ 
見通しを持った対応 ○ ○ ○ ○ 
危機管理・対応力    ○ 
子育てへの順応的構え 
柔軟な認知による受容 ○  ○ ○ 
認知・対応の柔軟さ  ○   
子ども中心の態度 ○ ○ ○ ○ 




家族のサポート ○ ○ ○ ○ 
他者との関わりで生じるサポート ○ ○  ○ 
公的なサポート ○ ○   
子ども由来の育てやすさ 
育てやすさに関する子どもの特性 ○ ○ ○ ○ 
子どもの成育に伴う楽さ  ○ ○ ○ 
母親への 
心理的ごほうび 
自身の存在意義の実感  ○ ○ ○ ○ 
























































































































































































1 子出産から 1 年以内の母親”全体に般化できるものではないという課題が残った。そのような課題
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